


「種」が消えてゆCとの意味
小原秀雄

生物の進化史は、「種」の絶滅史であ

るといえるほど、数多くの種が生まれて

死ぬ、つまり “絶滅"してきました。し

かし、それにもかかわらず、 1万3000種

以上の鳥獣を含め、今日地球上には300

万種以上の生物が生きています。最近は

3000万種ともいわれています。地史的な

時間でいえば、この現生の鳥獣その他の

生物種にとっても、絶滅は運命なので

しょう。

「それなら、現在危機にさらされてい

るような、絶滅する動物は絶滅するにま

かせればよい」という人もいますが、こ

れは時間のスケールを考えない暴論で

す。しかも過去には、子孫を残さない真

の絶滅ばかりでなく、基本的には別属の

種に進化して子孫種を残しての「絶滅」

であったのです。なによりも人類が舞台

を支配するようになる前と後の地球の違

いに目をつぶった議論といえます。人間

もどうせ滅亡するのだから、自然破壊も

しょうがないという考え方もあるでしょ

うが、ヒ卜の絶滅自体「自然な」もので

なく、急速な絶滅は人為的なものなので

す。その影響を受ける野生動物も、その

仕組みはけっして「自然な」ものではな

いからです。

人類の出現は直接間接に、動物の種の

生存 ・種の維持に影響を与えました。特

にいくつもの種の人為的な絶滅と家畜や

作物の出現、それに都市生態系に代表さ

れる人工の生態系をっくりだしてきたこ

と。ひいてはそれが増大拡大して地球の

生物圏に全体的影響を及ぼしはじめたこ

とで、各地の生物の世界の再編成が始

まったのです。それが進んだのが、大規

模な絶滅を起こす最大の要因でした。

かつては、「日本でオオカミやトキが

滅びて、なんらかの支障が生じたか?J
と言った人もいましたし、現在でも、野

生動物保護は人聞が「豊かになること」

の反対と見る人が多いのも事実です。「人
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聞か、野生動物か」、「人間生活と自然保

護のどちらが大切かJ、といった議論を
相変わらず見かけるのも、そういった見

方によるものと思います。

生物種の数が3000万種だとして、その

うちのたった 1種が地球からいなくなる

だけとはいえ、自然界に存在する種のす

べては、自然界の中で環境条件と深く結

びついて存在しています。環境条件とは

生活場所 ・棲息地で、動物の場合でいえ

ば、大気や水だけでなく、 食物連鎖の対

象となる他の生物種や天敵まで含みま

す。種とは、たとえば「自然界において、

または、自然状態で生殖的に隔離されて

おり、生活している場所の生態系で一定

の生態的位置を保っている、形質を同じ

くする個体群」と定義されています。で

すから、動物園や植物園にだけ存在して

いる生物は、もはや種として実存してい

るとはいえないでしょう。

「種jの減少は、将来の人類の資源に

とって深刻な問題だと多くの研究者から

も指摘されています。人類にとっての可

能性が減り、地球の病気の進行を示し、

死期が早まったというような思いです。

種の保護とは、個々の珍しい野生動物

を保護することも当然含んでいますが、

野生生物の種が維持 ・構成することで成

り立っている自然の存在を守ることでも

あるわけです。人間にとって有用な種だ

け保護しようとしても、その種を取り巻

く自然のバランスが狂って、地域生態系

が破壊されたら……。自然の野生種の一

つひとつは、どれほど遺伝子工学が進ん

でも人聞が作り出すことはできません。

そしてさらに、多様な種が進化史を経て

形成してきた、精妙な自然界のバランス

とその自然な歴史的変化は、いっそう回

復不可能なのだということを、私たち人

間は忘れてはならないのです。

(おt!ら ひでお・ NACS-J理事長、

聞きて NACS-J編集部)


